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お花見家族例会  お花見家族例会  
於：十輪寺 

親睦委員会担当 



Secretary幹 事 報幹 事 報 告 幹 事 報 告 

来訪ロータリ
アン報告

例会記録　2011.  4.  3（日）通算1565回
藤　本　隆　水　様（明石R.C.） 河　合　宏　昭　様（明石R.C.）
伊　藤　慎　介　様（明石R.C.） 井　上　雅　文　様（明石R.C.）
西　海　正　隆　様（明石R.C.） 成　田　良　伸　様（明石R.C.）
桂　田　重　信　様（高砂R.C.） 砂　川　次　善　様（高砂R.C.）
後　藤　純　次　様（高砂R.C.）

第３５回　通算１４８５回

1. 高砂市国際交流協会より

・「国際交流通信」No.98 2011.４月号が届

いています。

・「みんなで楽しく国際交流運動会」

案内が届いています。

日時　平成２３年５月２９日（日）

場所　高砂市立高砂小学校グランド

・平成２３年度 高砂市国際交流協会会費の

納入依頼がありました。

伊藤　勝之
西田さん，御世話になります。
藤本さんと親睦の皆様ありがとうございます。
山門を入ると目の前の桜の枝が我々に向いた分
だけ咲いていました。西田さんの気持ちがこの
一枝に移ったのだと感謝します。

藤本　明久
本日は寒い中ご出席有難うございます。最後ま
で楽しんで下さい。

小西　文孝・岡本　崇司・佐野　栄作
嶋谷　拓雄・西田　光衛・田中　浩行
鹿間　行雄・竹原　俊三・内海　　薫
志方　正昭・増田耕太郎・栗原　康高
田水　敬雄・大村　裕史・松下　和雄
辻田　重恵・矢野　　聡
花見家族例会を祝して。
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　大震災から３週間近く経ちました。多くの死者が出て，死者以上に多くの行方不明が
ある事が最大の不幸であると思います。地震の経験は１０数年前に経験しましたが，大
津波の恐ろしさを全国民が認識出来たように思います。被災地の皆様の精神的な立ち直
りと一日でも早い復興を祈る気持ちです。そして，今回は原子力の怖さを思い知りまし
た。私は当初は世界で唯一の被爆国でもある日本の技術を確信していましたが，多くの
人からネット上の流言飛語が滅茶苦茶で，メールを見るのも怖いという話を聞きまし
た。今になると，事実は公的発表よりも原発の状態が悪かったのだと思います。原発の
終結次第では，日本は恐ろしい状況に追い込まれるかも知れません。原因をつくった会
社はどうなるのでしょうか。そして，政治の状況を考えると，復興に必要な体制や費用
はどうなるのでしょうか。増税でしょうか？ 国債大発行でしょうか？ どちらにしても
経済は大変です。
　今日（３月２８日）今，神戸から帰ってきました。神戸の市議の方から，今日は神戸
の消防隊が東京へ行っていると聞きました。次は京都の担当で，全国の主要都市から原
発の放水の為に行く事になっているようです。放射能被曝も覚悟しての出動かも知れま
せん。
　私の仕事の影響も出てきました。構造用合板が手に入らず，困っている業者が多いよ
うです。当社は２月初めに工務の部門に世界的な値上がりを予測をして在庫を増す指示
をして，当面は助かっています。しかし，各種資材や設備で廃番や一時製造中止が出
て，他のメーカー変更を含めて大変です。そして，今後もっと大きくなるかも知れませ
ん。
　今年は年初には土地も大都市からの流れで，当地区も少し値上がりの予測をしていま
したが，今後どうなるかわかりません。私の趣味の絵も，私も株式を持っているオーク
ション会社の株価が今年に入り３倍の値上がりをしました。絵画も世界的な値上がり傾
向が日本にも少し来て，収益アップの予測が原因のようです。しかし，震災後は高値か
ら４０％位下がりました。
　又，今日は当社では新入社員の入社日で２０名の新人が入ってきました。桜が咲く時
期ですが，運動公園の桜が全く咲いていません。桜も大震災の日本の不幸に弔意を表し
ているのでしょうか。
　又，外国ではこれだけの大事故で暴動や商品の略奪行為がほとんどない日本の評価が
高まっているという活字も見ました。一日も早い日本の復興の為にも，我々も一層の努
力で頑張らないとならないと思います。GDPも大きくマイナスで，円高も怖いですし，
株価は神戸の震災では約半年後に３０％近いダウンが底であったようです。今回はどう
でしょうか？
　経済は多面にわたりマイナスですが，建設・土木は被災地区ではバブル状況になる可
能性が大で，株価も大幅アップです。被災地の姿を見ると我々の地域も大事にして，地
域を守り育てる事も大事である事を認識します。
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クラブ名  日　時・場　所  変更内容  

（注） 高砂青松ロータリークラブのホームページにも掲載しています。……ホームページの情報の方が早く把握できます。 

休会 4/29（金） 

休会（定款による休会） 4/27（水） 明石ロータリークラブ 

高砂青松R.C.との合同献血例会 4/22（金） 於：サンモール高砂 南駐車場 高砂ロータリークラブ 

濱田　喜重
本字は卓話をさせていただきます。

小西　文孝
春らしくなって来ましたが，皆様健康管理怠り
なく。

西中　亮二
同じく風邪ひきの西中から気をつけて下さい。

志方　正昭・廣瀬　明正・伊藤　勝之
鹿間　行雄・中右　和宏・内海　　薫
嶋谷　拓雄・大橋　卓司
濱田さん，卓話楽しみにしてます。

増田耕太郎・柿木　國夫・田中　伸明
矢野　　聡
花を飾りましょう。

中谷　利幸・竹原　俊三・井野　隆弘
早退致します。

第３４回　通算１４８４回

1. 国際ロータリー２６８０地区ガバナー事務所より

東日本大震災地区に対する義援金につい

てのお願い（再度）が届いています。

2. 国際ロータリー２６８０地区ガバナー事務所より

日台ロータリー親善会議が開催中止の案

内が届いています。

3. 財団法人ロータリー米山奨学会より

ハイライト米山 号外が届いています。

◎ 鹿間行雄職業奉仕委員長
４月３日（日）西田会員の職場でもある十輪寺さんで職場例会を開催します。
その際，西田会員の職業奉仕に取り組む姿に接することになる訳ですが，西田会員から職業奉仕の真
髄を汲み取ろうとの意識を持って頂くことにより，皆さんそれぞれの職業奉仕活動に活かして頂けれ
ばと願っております。

◎ 藤本親睦委員長
花見家族例会を４月３日（日）12：00～14：30　十輪寺にて開催します。

◎ 地域委嘱状伝達式
原田義之会員に2680地区国際奉仕委員会国際奉仕小委員会委員を委嘱します。

佐野栄作会員に2680地区ロータリー財団委員会財団学友小委員会委員を委嘱します。



2 理事・役員会議事録 　

報告事項： 出席報告　　（内海　　薫） （後記参照①）

会費納入状況（竹原　俊三） ３月末　100.0％

議案事項：

1. ４月，５月のプログラムの件（後記参照②）

① 高砂R.C.との合同献血例会の運営要領の件　……承認

　 ４月２２日（金）１０：００～１５：３０

　 於：サンモール高砂　南駐車場　設営９：３０～　片付け１５：３０～

　 ※今回より４００ｍｌ献血のみの受付

　 ※食事１１：３０～１４：３０の間に「コーヒーハウスぴっける」にて

② 健康診断例会　５月１１日（水）　於：生石研修センター　……承認

2. ５月度理事会の件　

５月１１日（水）１２：００～　生石研修センター２Ｆ　研修室２

3. 次年度委員会構成表の件　……承認

4. 武蔵・伊織まつり協賛の件　……承認

 通　算 

２０１０～２０１１ 
日 

場　所 

第４０８回 
第１１回 

平成２３年４月３日 
十　輪　寺 

高砂青松ロータリークラブ 出席者 臨時出席者 
伊　藤 菱　田 佐　野 副幹事 
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３１ 

１４ 
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３７ 
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８ 

３/１６ 

４９ 

３１ 

３/２３ 

４９ 

３５ 

３/３０ 

 

 

４８ 

３２ 
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２/５ 

４８ 

３２ 

１３ 

０ 

８ 

２/９ 

４８ 

３１ 

１４ 

０ 

８ 

２/１６ 

７３.４５％ 
７４.１２％ 

修正出席率 
修正出席率 

メークアップ率  
メークアップ率 

９８.３１％ 
　 

２４.８６％ 
　％ 

 

本クラブ出席率 
本クラブ出席率 

①　出席報告 
２月度 
３月度  



2  理事・役員会議事録

委員会名 委員長 副委員長 委　　　員 

職 業 奉 仕 植杉成一郎 廣瀬　明正 

社 会 奉 仕 岡本　崇司 柿木　國夫 砂川　仁史 

新　世　代 大橋　卓司 志方　正昭 青木　裕加 

国 際 奉 仕 増田耕太郎 松尾　　毅 

ロータリー財団 辻田　重恵 大森　千里 原田　義之 

米 山 奨 学  田水　敬雄 大森　明夫 森脇　祥文 

クラブ奉仕 西中　亮二 濱中　幹雄 各クラブ委員会委員長 

出 　 　 席 鹿間　行雄 菊地　敬子 藤本　明久 

親 　 　 睦  
澤田　孝彦 

松下　和雄 嶋谷　拓雄 

増強・職業分類 ③庄司　武 ②澤田孝彦 ①京谷愼平 

クラブ会報 都倉　達殊 青木　裕加 

プログラム 竹原　俊三 廣瀬　明正 川崎　一生 

会 員 選 考  田中　浩行  

雑誌・広報  井野　隆弘 原田　義之  

ロータリー情報 ①伊藤勝之 ②菱田克己 ③鹿間行雄 

記 　 　 録  

国際ロータリー第２６８０地区 
ロータリー財団委員会　財団学友小委員会　 
国際奉仕委員会　世界社会奉仕小委員会 
クラブ奉仕委員会　クラブ奉仕小委員会 
新世代委員会　国際青少年交換小委員会 

佐　野　栄　作 
原　田　義　之 
庄　司　　　武 
青　木　裕　加 

嶋谷　拓雄 西田　光衛  

大村　裕史 

矢野　　聡 

小林　久夫  

 

 

 

 

三輪　佳公  

唱 　 　 歌  栗原　康高  

大村　裕史 

志方　正昭 

松下　和雄 

副 幹 事 

会計監査 

副 S.A.A. 

副 S.A.A. 

副 会 計 

濱中　幹雄 

竹原　俊三 

田中　浩行 

菊地　敬子 

柿木　國夫 

高砂青松ロータリークラブ 
２０１１～２０１２年度 

理事・役員並びに委員会構成表 

役　目 氏　　名 役　目 氏　　名 

会　長 

副会長 

幹　事 

会　計 

S.A.A.

内海　　薫 

西中　亮二 

佐野　栄作 

中谷　利幸 

中右　和宏 

 

直前会長 

理　事 

理　事 

理　事 

理　事 

伊藤　勝之 

田中　伸明 

増田耕太郎 

岡本　崇司 

大橋　卓司 

菱田　克己 

垣迫　雅一 

 

 

 

田中　伸明 

委　員 
委　員 
委　員 
委　員 

矢野　　聡 

砂川　仁史 

岡本　崇司 

２００９年７月１日現在　４８名 

小西　文孝 

鹿間　　美 

　田　喜重 

岩　　勇人 

 岩　　勇人 



ソ　ン　グ
出 席 報 告

例会記録　2011.  3. 30（水）通算1564回
「奉仕の理想」「四つのテスト」

３月１６日 会員数４９名 欠席者　３名 出席率９３.８８％ ＜修正による＞
　（この内出席免除者８名（出席６名））
３月３０日 会員数４９名 欠席者１０名 出席率７９.５９％                     　　
　（この内出席免除者８名（出席４名））

   

４　月 ５　月 

②　４，５月のプログラム 

 

４ 

  １８ 

休　会 

健康診断例会 
（生石研修センター） 

新旧合同委員会（引継例会） 

健康診断例会結果報告 

１１ 

２５ 

６ 

 ２０ 

お花見家族例会 
４月３日（日）に変更 
【親睦委員会担当】 

雑誌月間 
都倉委員長 
【雑誌広報委員会担当】 

献血運動の実施と促進例会 
４月２２日（金）に変更 
【社会奉仕委員会担当】 

地区出向者の時間 
原田会員・青木会員 

１３ 

２７ 



　嘉納治五郎師範は，「精力善用・自他共栄」という柔道の
理念を創出された。この２つの理念は，「自他共栄を旨とし
て精力善用せよ」というように分かちがたく結びついたもの
であり，これまであまた多くの柔道家が，この理念のもとで
修行を積んできた。
　しかしながら，昨今の柔道はこの理念・理想から遠のいて
いる，と指摘されて久しい。
　平成１３年から，「柔道の原点に立ち返る」というスロー
ガンのもと，講道館および全柔連によって「柔道ルネッサン
ス」と呼ばれる啓発活動が展開されているのは周知のことであろう。そこでも，「改め
て嘉納師範の理想に思いを致し，ややもすると勝ち負けのみに拘泥しがちな昨今の柔道
の在り方を憂慮し，“師範の理想とした人間教育”を目指す」とされている。
　では，「精力善用・自他共栄」とはどのようなものか。ここであらためてそれらの理
念に触れておきたい。
　「精力善用」とは，言い換えれば「心身の力を最も有効に使用する」ことである。
　それは，江戸時代の「柔術」から連綿と引き継がれた，戦いにおいて勝利を得るため

の方法原理，「柔よく剛を制す」に源をもっている。「柔
よく剛を制す」とは，「要するに反対すれば力が少ないか
ら負けるが，順応して退けば向こうの体が崩れて力が減ず
るから勝てる。」（嘉納治五郎，昭和１３年，「柔道の根本精
神」）と師範が説明しているように。「相手の力を利用し
て相手を制する」ことであり，東洋に独特のいわば「合
理」論である。そして大正期に入って師範はさらにその
「合理化」を進める。「相手の力を利用する」だけでは
「相手が何もしない，あるいは動じず力を発揮しない」場
合に攻めることができない，という限界があることから，
「それでは何といえば本統にその意味を表し得るものかと
いえば，心身最有効使用術とか道とかいえばどの場合にも
当てはまるのである。」（嘉納治五郎，大正１５年，「柔道の発
達」）とし，「精力善用」と表現することとなるのであ
る。

　「自他共栄」とは，「相助け相譲り自他共に満足を得て共存共栄を図る」というよう
に，社会の存続発展を目指す融和協調の精神である。もう少し具体的にいえば，「社会
において人々の相互の関係は，本来どうあるべきかと問うものがあれば，自他共栄すべ
きであると答えるが当然である。一方が都合よくとも他のものが不便であってはなら
ず，また他のもののために一方が自己を捨てるとか，犠牲にするとかいうようなことは
あり得ることでもなく，出来得ることでもない。他のものもよく自分もよいようでなけ
ればならぬ。」（嘉納治五郎，昭和４年，「精力善用と自他共栄の関係について」）というもので
ある。よって，簡潔にいえば「自他共栄」とは「自他ともに満足を得て向上すること」
であるといえよう。


